
色とりどりの振袖と、 さわやかなスーツ姿に

身を包んだ 46 名が、 新成人としての第一

歩を歩みだしました。

新成人のみなさん
「成人おめでとう」
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「ご存知ですか？
個人番号（マイナンバー）カード」

　

太
郎
さ
ん
と
話
し
を
し
た
次
の
日
、
花

子
さ
ん
は
、
役
場
に
や
っ
て
き
ま
し
た
。

　

そ
し
て
、
担
当
窓
口
の
町
民
生
活
課
で

い
く
つ
か
の
質
問
を
し
ま
し
た
。

　

11
月
に
「
個
人
番
号
通
知
カ
ー
ド
」
と

い
う
手
紙
が
簡
易
書
留
で
送
ら
れ
て
来
た

け
ど
大
切
な
も
の
か
し
ら
？

　

そ
れ
は
あ
な
た
の
個
人
番
号
を
知
ら
せ

る
大
切
な
通
知
で
す
。

　

そ
の
ま
ま
保
管
し
て
お
い
て
も
い
い
で

す
が
、
下
の
部
分
を
切
り
離
し
て
「
個
人

番
号
カ
ー
ド
」
の
交
付
申
請
す
る
こ
と
も

で
き
る
ん
で
す
よ
。

　

「
個
人
番
号
カ
ー
ド
」
は
必
ず
持
た
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
の
？

　

い
え
、
義
務
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
希
望

す
る
方
だ
け
顔
写
真
を
貼
付
け
同
封
の
返

信
用
封
筒
に
入
れ
て
郵
送
し
て
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
を
お
持
ち
で

し
た
ら
、「
通
知
カ
ー
ド
」
の
説
明
に
従
い

交
付
申
請
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

　

い
ず
れ
に
し
て
も
、
希
望
す
る
方
が
持

つ
と
に
な
り
ま
す
。

　

あ
あ
、
分
か
っ
た
。「
住
基
カ
ー
ド
」
と

同
じ
も
の
ね
。

　

い
え
、
全
く
別
も
の
で
す
。

　

「
住
基
カ
ー
ド
」
に
は
、「
住
民
票
コ
ー
ド
」

が
記
載
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
こ
れ
は
住
基

ネ
ッ
ト
で
個
人
に
割
振
ら
れ
て
い
る
11
ケ

タ
の
番
号
の
こ
と
で
、
基
本
的
に
は
市
町

村
が
業
務
の
効
率
化
を
図
る
こ
と
を
目
的

と
し
て
い
る
も
の
で
す
。

　

一
方
で
「
個
人
番
号
」
は
、
就
職
す
る

と
き
や
退
職
す
る
と
き
、
会
社
の
年
末
調

整
、
確
定
申
告
、
児
童
手
当
の
支
給
な
ど

仕
事
や
生
活
の
中
で
使
用
す
る
も
の
で
『
あ

な
た
の
個
人
番
号
を
記
載
し
て
く
だ
さ
い
』

と
求
め
ら
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

あ
ら
、
そ
う
な
の
。
じ
ゃ
、「
個
人
番
号

カ
ー
ド
」
は
、
持
っ
た
方
が
い
い
の
ね
？

　

個
人
番
号
を
勤
め
先
な
ど
に
報
告
す
る

と
き
、
本
人
確
認
と
番
号
確
認
を
会
社
は

す
る
必
要
が
あ
る
の
で
す
が
、
そ
の
２
つ

の
確
認
を
「
個
人
番
号
カ
ー
ド
」
が
あ
れ
ば
、

カ
ー
ド
１
枚
で
で
き
る
の
で
、
持
つ
こ
と

も
意
味
が
あ
る
と
は
言
え
ま
す
。

　

で
す
が
、
今
、
手
元
に
あ
る
「
通
知
カ
ー

ド
」
と
運
転
免
許
証
で
も
確
認
は
で
き
る

の
で
、
絶
対
に
作
ら
な
け
れ
ば
い
け
な
い

と
い
う
こ
と
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

迷
っ
ち
ゃ
う
わ
、
ど
う
し
よ
う
。
何
か

他
に
も
っ
と
良
い
こ
と
な
い
の
？

　

「
個
人
番
号
カ
ー
ド
」
は
、
身
分
証
明
書

に
使
え
る
の
で
、
運
転
免
許
証
な
ど
を
持
っ

て
い
な
い
人
に
は
便
利
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

ま
た
、
確
定
申
告
を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

で
行
う
「
Ｅ-

Ｔ
Ａ
Ｘ
」
を
行
う
人
に
は
、

こ
の
「
個
人
番
号
カ
ー
ド
」
が
必
要
で
す
。

　

し
か
し
、
今
の
と
こ
ろ
、
そ
れ
以
外
の

具
体
的
な
メ
リ
ッ
ト
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

そ
う
な
ん
だ
。
ち
な
み
に
カ
ー
ド
を
作

る
に
は
お
金
が
か
か
る
の
？

　

平
成
28
年
度
中
は
無
料
と
い
う
こ
と
は

わ
か
っ
て
い
ま
す
が
、
平
成
29
年
度
以
降

は
、
ま
だ
未
定
で
す
。

　

も
し
有
料
に
な
る
よ
う
な
こ
と
が
あ
れ

ば
、
役
場
か
ら
の
お
知
ら
せ
（
町
政
事
務

委
託
文
書
）
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
の
で
、

そ
の
と
き
は
無
料
の
う
ち
に
作
っ
て
お
い

た
ほ
う
が
い
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
ね
。

　

大
体
分
か
っ
た
わ
。
家
に
帰
っ
て
家
族

と
相
談
し
て
決
め
る
こ
と
に
す
る
わ
。

　

そ
れ
と
「
個
人
番
号
カ
ー
ド
」
を
作
っ

た
ら
、
受
け
取
り
は
役
場
町
民
生
活
課
の

窓
口
ま
で
取
り
に
来
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

受
け
取
る
と
き
は
カ
ー
ド
に
暗
証
番
号

を
設
定
し
た
り
、
本
人
確
認
の
書
類
を
記

入
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
の
で
、
時
間
に

余
裕
を
も
っ
て
来
庁
し
て
く
だ
さ
い
。

　

皆
さ
ん
も
、
花
子
さ
ん
の
よ
う
に
、
何

か
分
か
ら
な
い
こ
と
が
あ
る
と
き
は
、
い

つ
で
も
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ
先

町
民
生
活
課
町
民
生
活
グ
ル
ー
プ
住
民
係

☎
０
１
４
６
・
４
７
・
２
１
１
２

12ケタの
マイナンバー
（個人番号）

この部分を切

り離し、写真

を貼付し送付

すると、マイ

ナンバーカー

ドを作ること

ができます。

詳しく教えて！

個人番号

マイナンバーのこと

昨年11月に、各家庭に郵送された
個人番号通知カード（紙製）

太郎さん「やー元気かい、みんな見てくれよ。

　　　　　ついに、マイナンバーカードが届いたよ。」

花子さん「何だい？それは。車の免許証みたいだね。」

太郎さん「昨年10月にマイナンバーとやらが決まって、

　　　　　緑色の紙が届いただろ。その中に、カードを

　　　　　作れると書いてあったので作ってみたんだ。」

花子さん「ところで太郎さん、そのカードは

　　　　　私も作らないとダメかい？」

太郎さん「うーん、、、、実は、自分も詳しい

　　　　　ことはよくわからないんだ。」

花子さん「そうか。それじゃー、明日役場に

　　　　　行くから、色々と聞いてみるわ！」

手続きをすると発行できる
個人番号（マイナンバー）カード

1234 5678 9012

昭和11年 11月 11日生

北星町３番地の２

昭和11年11月11日生

01234567890123456789

新冠　太郎

1234 5678 9012 
新冠 太郎

北星町３番地の２

11年 11月 11日

0123　4567　8901　2345　6789　012

0123　4567　8901
2345　6789　012

新冠　太郎

北星町３番地の２

11 11

にいかっぷ　たろう

11

0123　4567　8901
2345　6789　012

男
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１
月
10
日
、
レ
・
コ
ー

ド
館
シ
ア
タ
ー
で
新
冠

町
教
育
賞
・
教
育
奨
励

賞
表
彰
式
が
行
わ
れ
、

教
育
賞
８
名
、
教
育
奨

励
賞
１
名
、
１
団
体
が

そ
れ
ぞ
れ
受
賞
さ
れ
ま

し
た
。

　

式
で
は
、
小
林
教
育

委
員
長
の
式
辞
の
後
、

受
賞
者
一
人
一
人
に
表

彰
盾
が
授
与
さ
れ
ま
し

た
。

　

最
後
に
受
賞
者
を
代

表
し
、
教
育
賞
を
受
賞

さ
れ
た
鎌
田
一
博
さ
ん

か
ら
挨
拶
が
あ
り
「
日

頃
、
教
育
文
化
、
ス
ポ
ー

ツ
活
動
な
ど
で
努
力
し

て
き
た
こ
と
が
、
ふ
る

さ
と
新
冠
の
元
気
や
力

に
繋
が
っ
て
い
る
と
評

価
し
て
い
た
だ
き
大
変

嬉
し
い
。
今
後
は
、
こ

れ
ま
で
以
上
に
研
鑽
を

積
ん
で
い
き
た
い
」
と

受
賞
の
思
い
と
、
今
後

の
抱
負
を
述
べ
ら
れ
ま

し
た
。

新
冠
町
教
育
賞

　
教
育
賞

　

鎌
田　

一
博
さ
ん
（
字
美
宇
）

平
成
11
年
か
ら
社
会
教
育
委
員
と
し
て
、

社
会
教
育
の
推
進
に
貢
献

　

高
瀬　

美
幸
さ
ん
（
字
大
狩
部
）

平
成
11
年
か
ら
社
会
教
育
委
員
と
し
て
、

社
会
教
育
の
推
進
に
貢
献

　

大
下　

謙
二
さ
ん
（
字
北
星
町
）

当
町
の
歴
史
を
永
年
に
わ
た
り
研
究
し
、

郷
土
文
化
活
動
を
と
お
し
、
教
育
活
動

の
振
興
に
貢
献

　

吉
田　

紘
一
さ
ん
（
東
京
都
）

当
町
の
郷
土
芸
能
を
創
設
、
育
成
し
、

郷
土
文
化
活
動
の
振
興
発
展
に
寄
与
し
、

地
域
活
性
化
に
貢
献

　
芸
術
文
化
賞

　

瀧
本　

夕
貴
さ
ん
（
字
東
町
）

第
16
回
高
校
生
国
際
美
術
展
出
展

　

林　
　

陽
奈
さ
ん
（
字
中
央
町
）

第
23
回
全
国
学
校
文
化
連
盟
将
棋
新
人

大
会
出
場

　
ス
ポ
ー
ツ
賞

　

國
保　

誠
也
さ
ん
（
字
美
宇
）

平
成
27
年
度
全
国
高
等
学
校
総
合
体
育

大
会
、
第
70
回
国
民
体
育
大
会
出
場

　

福
田　

翔
梧
さ
ん
（
字
美
宇
）

第
12
回
全
国
小
学
生
学
年
別
柔
道
大
会

６
年
生
男
子
50
　

kg
級
出
場

新
冠
町
教
育
奨
励
賞

　
教
育
奨
励
賞

　

小
林　

敏
之
さ
ん
（
字
本
町
）

冬
の
ス
ポ
ー
ツ
雪
合
戦
競
技
を
広
め
、
指

導
者
と
し
て
も
優
秀
な
成
績
を
収
め
た

　
芸
術
文
化
奨
励
賞

　

新
冠
中
学
校
吹
奏
楽
部

第
60
回
日
胆
地
区
吹
奏
楽
コ
ン
ク
ー
ル

中
学
校
Ｃ
編
成
金
賞
受
賞
、
第
60
回
北

海
道
吹
奏
楽
コ
ン
ク
ー
ル
出
場

農
水
新
冠
賞
受
賞
者

年
長
児
の
部

　

最
優
秀
賞　

西
舘　

心
優
さ
ん
（
ド
・
レ
・
ミ
）

　

優
秀
賞　
　

山
崎　

彩
花
さ
ん
（
ド
・
レ
・
ミ
）

　
　
　
　
　
　

川
筋　

伶
音
さ
ん
（
ド
・
レ
・
ミ
）

低
学
年
の
部

　

最
優
秀
賞　

丸
本　

悠
愛
さ
ん
（
新
冠
小
１
年
）

　

優
秀
賞　
　

松
本　

心
虹
さ
ん
（
新
冠
小
１
年
）

　
　
　
　
　
　

沼
倉　

佳
実
さ
ん
（
朝
日
小
１
年
）

中
学
年
の
部

　

最
優
秀
賞　

岩
井　

実
夏
さ
ん
（
新
冠
小
３
年
）

　

優
秀
賞　
　

下
川　

輝
琉
さ
ん
（
新
冠
小
３
年
）

　
　
　
　
　
　

小
泉　

衣
咲
さ
ん
（
新
冠
小
３
年
）

高
学
年
の
部

　

最
優
秀
賞　

濱
口　

闘
我
さ
ん
（
朝
日
小
５
年
）

　

優
秀
賞　
　

葛
西　

未
羽
さ
ん
（
新
冠
小
５
年
）

　
　
　
　
　
　

高
橋　

勇
佑
さ
ん
（
朝
日
小
５
年
）

第
９
回
農
水
新
冠
賞
絵
画
コ
ン
ク
ー
ル
に
つ
い
て

第
33
回
森
み
つ
少
年
少
女
文
芸
賞
に
つ
い
て

　
農
水
新
冠
賞
絵
画
コ
ン
ク
ー
ル
は
、
新
冠
町

教
育
委
員
会
が
、
認
定
こ
ど
も
園
ド
・
レ
・
ミ

の
園
児
と
小
学
生
を
対
象
に
、
新
冠
町
の
主
産

業
で
あ
る
第
一
次
産
業
全
般
に
わ
た
る
絵
画
の

募
集
を
行
っ
た
も
の
で
す
。

　

今
回
は
、
認
定
こ
ど
も
園
ド
・
レ
・
ミ
か
ら

32
点
、
新
冠
小
学
校
か
ら
１
２
５
点
、
朝
日
小

学
校
か
ら
41
点
の
合
計
１
９
８
点
の
応
募
が
あ

り
ま
し
た
。

　
森
み
つ
少
年
少
女
文
芸
賞
は
、
北
海
道
賛
歌

の
作
詞
な
ど
女
性
詩
人
と
し
て
活
躍
し
た
、
故

森
み
つ
さ
ん
の
業
績
を
讃
え
、
町
の
少
年
少
女

に
対
し
、
広
く
文
芸
振
興
を
図
ろ
う
と
創
設
さ

れ
ま
し
た
。

　

今
回
は
、
新
冠
小
学
校
か
ら
66
点
、
朝
日
小

学
校
か
ら
53
点
、
新
冠
中
学
校
か
ら
15
点
の
合

計
１
３
４
点
の
応
募
が
あ
り
ま
し
た
。

森
み
つ
少
年
少
女
文
芸
賞
受
賞
者

低
学
年
の
部

　

森
み
つ
少
年
少
女
文
芸
賞

　

詩　
　

木
村　
　

栞
さ
ん
（
朝
日
小
２
年
）

　

作
文　

山
口　

哩
功
さ
ん
（
新
冠
小
２
年
）

中
学
年
の
部

　

森
み
つ
少
年
少
女
文
芸
賞

　

詩　
　

幸
村　

美
咲
さ
ん
（
新
冠
小
３
年
）

　

作
文　

大
口　

隆
介
さ
ん
（
新
冠
小
３
年
）

　

奨
励
賞

　

詩　
　

磯
野　

芽
生
さ
ん
（
新
冠
小
４
年
）

　

作
文　

田
中　
　

葵
さ
ん
（
新
冠
小
４
年
）

高
学
年
の
部

　

森
み
つ
少
年
少
女
文
芸
賞

　

詩　
　

長
浜　

海
斗
さ
ん
（
朝
日
小
６
年
）

　

作
文　

武
田　

芽
依
さ
ん
（
新
冠
小
６
年
）

　

奨
励
賞

　

詩　
　

小
幡　

昂
平
さ
ん
（
新
冠
小
６
年
）

中
学
生
の
部

　

森
み
つ
少
年
少
女
文
芸
賞

　

作
文　

千
葉
優
里
菜
さ
ん
（
新
冠
中
３
年
）

　

奨
励
賞

　

作
文　

岩
﨑
穂
乃
香
さ
ん
（
新
冠
中
２
年
）

平
成
27
年
度

新
冠
町
教
育
賞
・
教
育
奨
励
賞
表
彰
式

第
９
回
農
水
新
冠
賞　

第
33
回
森
み
つ
少
年
少
女
文
芸
賞
表
彰
式

新冠中学校吹奏楽部
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12
月
８
日
、
北
海
道
電
力
㈱
の
職

員
が
町
内
の
ひ
と
り
暮
ら
し
や
高
齢

者
宅
９
件
を
訪
問
し
、
日
常
的
に
清

掃
す
る
こ
と
が
難
し
い
照
明
器
具
な

ど
の
清
掃
や
電
気
配
線
の
点
検
な
ど

を
行
い
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
会
社
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

活
動
の
一
環
と
し
て
、
毎
年
年
末
に

行
っ
て
い
る
の
も
の
で
、
職
員
ら
は
、

慣
れ
た
手
付
き
で
照
明
器
具
を
取
り

外
す
と
、
一
台
ず
つ
丁
寧
に
ゴ
ミ
や

ほ
こ
り
を
ふ
き
取
っ
て
い
ま
し
た
。

　

12
月
26
日
、
中
山
競
馬
場
で
開
か

れ
た
中
山
大
障
害
で
、
字
美
宇
の
㈱

ノ
ー
ス
ヒ
ル
ズ
で
生
産
さ
れ
た
ア
ッ

プ
ト
ゥ
デ
イ
ト
号
が
優
勝
し
ま
し
た
。

　

コ
ー
ス
の
全
長
は
４
キ
ロ
、
い
け

垣
な
ど
を
11
回
飛
越
す
る
な
ど
ス
タ

ミ
ナ
と
精
神
力
が
求
め
ら
れ
る
こ
の

レ
ー
ス
で
、
ア
ッ
プ
ト
ゥ
デ
イ
ト
号

は
先
頭
集
団
で
順
調
に
障
害
を
越
え
、

最
後
の
直
線
で
先
頭
に
立
つ
と
そ
の

ま
ま
競
り
勝
ち
、
史
上
初
の
春
秋
Ｊ
・

Ｇ
Ⅰ
連
覇
の
快
挙
を
達
成
し
ま
し
た
。

　

12
月
16
日
、
歳
末
防
犯
運
動
の

出
陣
式
が
役
場
ロ
ビ
ー
開
か
れ
、

関
係
者
ら
20
名
が
出
席
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
新
冠
町
防
犯
協
会
と
新

冠
町
、
静
内
警
察
署
が
協
力
し
て

犯
罪
や
事
故
が
増
加
す
る
年
末
に

実
施
し
て
い
る
も
の
で
、
式
で
は
、

町
防
犯
協
会
谷
口
貞
保
会
長
が
「
地

域
の
皆
さ
ん
と
連
携
し
、
防
犯
活

動
に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
」
と

挨
拶
し
、
そ
の
後
、
担
当
地
区
に

分
か
れ
巡
回
を
行
い
ま
し
た
。

　

12
月
７
日
、
レ
・
コ
ー
ド
館
シ
ア

タ
ー
で
、
介
護
予
防
講
演
会
が
開
か

れ
、
約
70
名
が
来
場
し
ま
し
た
。

　

講
師
は
、
恵
庭
市
に
勤
務
す
る
佐

藤
作
業
療
法
士
が
務
め
、
恵
庭
市
で

実
践
す
る
「
い
き
い
き
百
歳
体
操
」

の
取
り
組
み
な
ど
に
つ
い
て
紹
介
し

ま
し
た
。
佐
藤
講
師
は
、「
長
寿
国

だ
か
ら
こ
そ
、
い
つ
ま
で
も
元
気
で

健
康
で
い
ら
れ
る
よ
う
、
日
常
生
活

に
体
操
や
運
動
を
取
り
入
れ
ま
し
ょ

う
」
と
話
し
を
し
ま
し
た
。

　

12
月
27
日
、
中
山
競
馬
場
で
開
か
れ
た

第
60
回
有
馬
記
念
で
、
字
西
泊
津
の
㈲
北

勝
フ
ァ
ー
ム
で
生
産
さ
れ
た
ゴ
ー
ル
ド
ア
ク

タ
ー
号
が
、
並
み
い
る
強
敵
を
首
差
で
振
り

切
り
優
勝
し
ま
し
た
。

　

競
馬
の
一
年
を
締

め
く
く
る
有
馬
記

念
で
、
日
本
中
の

競
馬
フ
ァ
ン
が
見
守

る
中
、
吉
田
隼
人
騎

手
が
騎
乗
す
る
ゴ
ー

ル
ド
ア
ク
タ
ー
号
は

序
盤
か
ら
好
位
に
つ

け
、
最
後
の
直
線
で

粘
り
強
い
末
脚
を
み

せ
見
事
差
し
き
り
、

嬉
し
い
Ｇ
Ⅰ
初
制
覇

を
果
た
し
ま
し
た
。

ひ
と
り
暮
ら
し
住
宅

照
明
器
具
清
掃
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

第
１
３
８
回
中
山
大
障
害（
Ｊ
・
Ｇ
Ⅰ
）

ア
ッ
プ
ト
ゥ
デ
イ
ト
号
優
勝

新
冠
町
介
護
予
防
講
演
会

恵
庭
市
の
い
き
い
き
百
歳
体
操
に
学
ぶ

安
全
・
安
心
な
ま
ち
に

新
冠
町
歳
末
防
犯
運
動
出
陣
式

ゴ
ー
ル
ド
ア
ク
タ
ー
号

第
60
回
有
馬
記
念
制
覇

その１

　

１
月
10
日
、
レ
・
コ
ー

ド
館
町
民
ホ
ー
ル
で
行
わ

れ
た
平
成
28
年
新
冠
町
成

人
式
で
は
、
華
や
か
な
着

物
や
ス
ー
ツ
に
身
を
包
ん

だ
新
成
人
46
名
が
出
席
し
、

か
つ
て
の
ク
ラ
ス
メ
イ
ト

と
の
久
し
ぶ
り
の
再
会
と

二
十
歳
の
門
出
を
喜
び
合

い
ま
し
た
。

　

式
典
で
は
、
小
林
教
育

委
員
長
の
式
辞
、
小
竹
町

長
の
祝
辞
に
続
き
、
新
成

人
を
代
表
し
て
石
井
大
生

さ
ん
と
吉
川
あ
か
り
さ
ん

が
町
民
憲
章
の
朗
唱
と
成

人
の
誓
い
を
行
い
ま
し
た
。

　

式
典
終
了
後
は
、「
成
人

の
集
い
」
が
開
か
れ
、
新

冠
町
青
年
団
体
協
議
会
会

員
が
準
備
し
た
料
理
が
振

る
舞
わ
れ
た
ほ
か
、
新
成

人
が
新
冠
中
学
校
時
代
に

担
任
を
し
て
い
た
山
田
綾

先
生
が
新
成
人
に
お
祝
い

の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
送
り
ま

し
た
。

　

新
成
人
と
関
係
者
は
、

美
味
し
い
料
理
を
食
べ
近

況
を
語
り
あ
い
な
が
ら
、

ビ
ン
ゴ
ゲ
ー
ム
な
ど
を
行

い
、
笑
顔
一
杯
、
笑
い
声

一
杯
の
和
や
か
な
時
間
を

過
ご
し
ま
し
た
。

平成28年 新冠町成人式
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１
月
24
日
、
札
幌
市
中
央
区
の
か
で
る
２
・

７
で
、
市
民
劇
団
ど
・
こ
～
れ
新
冠
の
札
幌

公
演
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

12
月
に
新
冠
で
の
定
期
公
演
を
終
え
た
出

演
者
は
、
冬
休
み
を
返
上
し
て
札
幌
公
演
に

向
け
て
練
習
を
重
ね
、
本
番
に
挑
み
ま
し
た
。

　

地
元
で
は
な
く
、
札
幌
で
の
公
演
と
い
う

こ
と
も
あ
り
集
客
の
心
配
も
あ
り
ま
し
た

が
、
開
演
時
間
前
に
会
場
は
満
席
と
な
り
、

急
き
ょ
２
階
席
を
開
放
す
る
ほ
ど
の
盛
況
ぶ

り
で
、
来
場
者
は

４
３
６
名
と
な

り
ま
し
た
。

　

子
ど
も
た
ち

は
、
札
幌
の
舞
台

で
こ
れ
ま
で
の

練
習
の
成
果
を

存
分
に
発
揮
し
、

客
席
か
ら
は
、
た

く
さ
ん
の
拍
手

が
送
ら
れ
て
い

ま
し
た
。

劇
団
ど
・
こ
～
れ
札
幌
公
演

客
席
か
ら
大
き
な
拍
手

　

１
月
６
日
、
消
防
団
員
１
０
９

名
と
新
冠
支
署
職
員
な
ど
20
名
が

参
加
し
、
平
成
28
年
連
合
出
初
式

が
開
か
れ
ま
し
た
。

　

出
初
式
は
、
消
防
関
係
者
の
士

気
の
向
上
と
地
域
住
民
の
防
災
意

識
の
向
上
を
目
的
に
毎
年
行
わ
れ

て
い
る
も
の
で
、
当
日
は
、
関
係

者
や
本
町
自
治
会
員
な
ど
が
見
守

る
中
で
の
市
街
地
の
パ
レ
ー
ド

と
、
レ
・
コ
ー
ド
館
で
表
彰
状
の

伝
達
な
ど
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

１
月
26
日
、
レ
・
コ
ー
ド
館
シ

ア
タ
ー
で
、「
日
高
を
世
界
に
売

り
込
む
、
モ
ノ
創
り
～
観
光
地
に

今
必
要
な
も
の
・
コ
ト
」
と
題
し

た
講
演
会
が
開
か
れ
ま
し
た
。

　

講
演
会
は
、
こ
れ
ま
で
東
京
で

北
海
道
物
産
展
な
ど
を
手
掛
け
、

カ
リ
ス
マ
バ
イ
ヤ
ー
と
呼
ば
れ
る

内
田
勝
規
さ
ん
が
講
師
を
務
め
、

町
内
外
か
ら
集
ま
っ
た
１
０
０
名

の
来
場
者
は
、
熱
心
に
内
田
さ
ん

の
話
に
耳
を
傾
け
て
い
ま
し
た
。

　

平
成
28
年
１
月
１
日
、
時
お
り

雪
が
舞
い
散
る
中
、
氷
川
神
社
境

内
で
は
、
新
年
を
祝
う
氷
川
若
衆

会
に
よ
る
勇
壮
な
み
こ
し
担
ぎ

と
、
新
冠
判
官
太
鼓
保
存
会
に
よ

る
迫
力
の
あ
る
太
鼓
の
演
奏
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
縁
起
物
の
紅
白
も
ち
の

も
ち
ま
き
も
行
わ
れ
、
境
内
に
集

ま
っ
た
多
く
の
参
拝
者
は
、
今
年

一
年
の
家
族
の
健
康
や
商
売
繁
盛

な
ど
を
祈
願
し
ま
し
た
。

　

１
月
13
日
、
レ
・
コ
ー
ド
館
町

民
ホ
ー
ル
で
、
札
幌
白
石
高
校
吹

奏
楽
部
と
新
冠
中
学
校
吹
奏
楽
部

合
同
の
ニ
ュ
ー
イ
ヤ
ー
コ
ン
サ
ー

ト
２
０
１
６
が
開
か
れ
ま
し
た
。

　

冬
の
吹
奏
楽
イ
ベ
ン
ト
と
し
て

定
着
し
た
こ
の
演
奏
会
は
、
ク
ラ

シ
ッ
ク
や
歌
謡
曲
な
ど
様
々
な

ジ
ャ
ン
ル
の
曲
が
演
奏
さ
れ
、
会

場
を
訪
れ
た
来
場
者
は
、
総
勢
58

名
の
息
の
合
っ
た
ハ
ー
モ
ニ
ー
に

聴
き
い
っ
て
い
ま
し
た
。

　

１
月
11
日
、
字
本
町
の
サ
ポ
ー

ト
セ
ン
タ
ー
「
え
ま
し
あ
」
で
、

町
内
の
親
子
10
組
が
参
加
す
る
メ

ロ
ン
パ
ン
と
ピ
ザ
作
り
教
室
が
開

か
れ
ま
し
た
。

　

冬
休
み
中
の
子
ど
も
た
ち
を
対

象
と
し
た
こ
の
教
室
は
、
家
庭
で

気
軽
に
パ
ン
作
り
を
楽
し
め
る
よ

う
に
と
手
順
な
ど
が
工
夫
さ
れ
て

お
り
、
参
加
者
は
、
講
師
の
指
導

を
受
け
な
が
ら
、
親
子
で
協
力
し

て
パ
ン
の
制
作
を
し
ま
し
た
。

　

１
月
７
日
、
氷
川
神
社
で
新
冠

町
交
通
安
全
推
進
委
員
会
主
催
の

交
通
安
全
祈
願
祭
が
行
わ
れ
、
交

通
安
全
推
進
委
員
や
静
内
警
察
署

職
員
な
ど
36
名
が
出
席
し
ま
し
た
。

　

祈
願
祭
で
は
、
平
成
25
年
12
月

か
ら
続
く
町
内
で
の
交
通
死
亡
事

故
ゼ
ロ
が
今
年
一
年
も
続
い
て
い

く
よ
う
祈
願
し
、
参
列
者
が
玉
ぐ

し
を
奉
納
し
、
最
後
は
、
北
星
町

自
治
会
の
北
星
獅
子
舞
が
無
事
故

を
念
じ
舞
を
披
露
し
ま
し
た
。

　

1
月
30
日
、
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン

タ
ー
で
、
第
28
回
昭
和
新
山
国
際

雪
合
戦
第
11
回
日
高
地
区
予
選
大

会
が
開
か
れ
、
ジ
ュ
ニ
ア
・
レ

デ
ィ
ー
ス
・
一
般
の
３
部
門
に
計

15
チ
ー
ム
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

笑
い
あ
り
、
真
剣
勝
負
あ
り
の

試
合
の
結
果
、
優
勝
し
た
の
は
、

ジ
ュ
ニ
ア
の
部
「
あ
そ
び
塾
雪
合

戦
ク
ラ
ブ
」、
レ
デ
ィ
ー
ス
の
部

「
お
く
さ
ま
ー
ず
」、一
般
の
部
「
ロ

ジ
ッ
ク
」
と
な
り
ま
し
た
。

　

１
月
に
入
り
４
つ
の
自
治
会
と
「
町
長
と

語
ろ
う
ま
ち
か
ど
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
」
を
行
い

ま
し
た
。
１
月
８
日
に
節
婦
自
治
会
、
９
日

に
西
泊
津
自
治
会
、
15
日
に
里
平
自
治
会
と

続
き
、
31
日
に
は
泉
自
治
会
の
会
員
と
町
長

が
意
見
交
換
を
行
い
ま
し
た
。

　

今
年
の
ま
ち
か
ど
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
で
は
、

「
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
」
や
「
今
後
の
診
療
所

体
制
」
に
つ
い
て
話
し
を
聞
き
た
い
と
い
う

意
見
が
多
く
、
ま
た
、「
ふ
る
さ
と
納
税
」「
町

の
空
き
家
対
策
」「
町
道
の
除
雪
」
に
つ
い
て

も
話
し
合
い
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。

　

町
で
は
引
き

続
き
、
ま
ち
か
ど

ミ
ー
テ
ィ
ン
グ

の
開
催
希
望
を

受
け
付
け
て
お

り
ま
す
の
で
、
希

望
す
る
団
体
や

自
治
会
が
あ
り

ま
し
た
ら
、
企
画

課
ま
で
連
絡
を

お
願
い
し
ま
す
。

　

1
月
28
日
、
認
定
こ
ど
も
園
の

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
で
、
チ
ャ

イ
ル
ド
ラ
ン
ド
事
業
が
開
か
れ
、

２
月
３
日
の
節
分
を
前
に
鬼
の
帽

子
と
紙
コ
ッ
プ
を
使
っ
た
鬼
の
飾

り
も
の
を
制
作
し
ま
し
た
。

　

事
業
に
は
12
組
の
親
子
が
参
加

し
、
赤
や
黄
、
緑
な
ど
の
色
と
り

ど
り
の
不
織
布
に
、
シ
ー
ル
や
ク

レ
ヨ
ン
を
使
っ
て
絵
を
描
き
、
可

愛
ら
し
い
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
鬼
の
帽

子
を
完
成
さ
せ
ま
し
た
。

「
え
ま
し
あ
」
ふ
れ
あ
い
事
業

親
子
で
メ
ロ
ン
パ
ン
＆
ピ
ザ
作
り

新
冠
消
防
団
・
消
防
署
新
冠
支
署

　

平
成
28
年
連
合
出
初
式

Ｈ
Ｉ
Ｄ
Ａ
Ｋ
Ａ
お
も
て
な
し
部
会
主
催

ひ
と
づ
く
り
セ
ミ
ナ
ー

ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
に
歓
声

昭
和
新
山
雪
合
戦
大
会
日
高
予
選
会

一
年
間
の
無
事
故
を
願
い

氷
川
神
社
で
交
通
安
全
祈
願
祭

ふ
る
さ
と
新
冠
の
躍
進
を
願
い

氷
川
神
社
み
こ
し
担
ぎ
と
太
鼓
の
演
奏

ニ
ュ
ー
イ
ヤ
ー
コ
ン
サ
ー
ト
２
０
１
６

総
勢
58
名
に
よ
る
迫
力
の
演
奏

町
内
各
地
で

ま
ち
か
ど
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ

チ
ャ
イ
ル
ド
ラ
ン
ド
事
業

節
分
グ
ッ
ズ
を
作
ろ
う

その２
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ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス
に

気
を
つ
け
ま
し
ょ
う
！

介護ワンポイントアドバイス
　
10
月
か
ら
町
政
事
務
委
託
文
書
を
通
じ
て

「
見
守
り
隊
員
」
を
募
集
し
て
い
ま
す
が
、
ご

覧
に
な
っ
た
こ
と
は
あ
り
ま
す
か
？

　

見
守
り
隊
員
と
は
『
ご
近
所
の
高
齢
者
に

関
し
て
「
何
か
お
か
し
い
」
と
感
じ
た
ら
、

保
健
福
祉
課
ま
で
連
絡
を
す
る
、
さ
り
気
な

い
見
守
り
を
行
う
人
』
の
こ
と
で
、
現
在
、

町
内
で
は
約
60
名
が
登
録
し
て
い
ま
す
。

　

「
お
隣
さ
ん
、
奥
さ
ん
が
入
院
し
て
い
る
け

ど
、
食
事
を
し
て
い
る
か
心
配
」、「
近
所
の

あ
の
人
、
最
近
日
課
の
散
歩
を
し
て
い
な
い

み
た
い
。
寝
込
ん
で
い
る
噂
も
聞
く
け
ど
…
」

こ
の
様
な
ご
近
所
の
ち
ょ
っ
と
し
た
心
配
ご

と
を
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

　

い
た
だ
い
た
情
報
を
元
に
介
護
支
援
係
の

職
員
が
確
認
を
と
り
、
必
要
に
応
じ
て
ふ
れ

あ
い
夕
食
サ
ー
ビ
ス
や
病
院
受
診
用
の
移
送

サ
ー
ビ
ス
の
手
続
き
を
し
た
り
、
介
護
保
険

の
認
定
申
請
を
行
い
ま
す
。

　

見
守
り
隊
員
の
活
動
を
通

し
て
、
日
常
生
活
や
仕
事
の

中
で
、
今
ま
で
以
上
に
お
互

い
が
関
係
を
深
め
、
誰
も
が

安
心
し
て
生
活
で
き
る
町

に
し
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

164 介
護
支
援
係
か
ら
の
お
知
ら
せ

「
見
守
り
隊
員
を
募
集
中
！
」

禁
煙
で
健
康
を
手
に
入
れ
よ
う
！

□
喫
煙
は
な
ぜ
悪
い
？

　

喫
煙
者
の
多
く
は
、「
た
ば
こ
を
吸
う
こ
と
が
健

康
に
悪
い
」
と
い
う
こ
と
を
知
っ
て
い
る
と
思
い
ま

す
が
、
な
か
な
か
や
め
ら
れ
な
い
方
が
大
半
で
す
。

　

た
ば
こ
の
煙
に
は
２
０
０
種
類
以
上
の
有
害
物
質

が
含
ま
れ
、
そ
の
内
、
発
が
ん
物
質
は
40
種
類
あ
る

と
い
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
特
に
有
害
な
成
分
は
殺
虫

剤
な
ど
に
も
使
用
さ
れ
る
「
ニ
コ
チ
ン
」
で
す
。

　

こ
の
ニ
コ
チ
ン
は
、
強
い
依
存
性
を
持
っ
て
お
り
、

喫
煙
者
は
有
害
と
知
り
な
が
ら
も
な
か
な
か
や
め
る

こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。
た
ば
こ
を
吸
う
と
、
ニ
コ
チ

ン
が
数
秒
で
脳
に
到
達
し
、
快
感
を
生
む
ド
ー
パ
ミ

ン
を
放
出
さ
せ
ま
す
。
そ
し
て
す
ぐ
に
ま
た
タ
バ
コ

を
吸
い
た
い
と
い
う
欲
求
が
生
じ
ま
す
。
つ
ま
り
、

吸
い
終
わ
っ
た
瞬
間
か
ら
ニ
コ
チ
ン
に
よ
る
離
脱
症

状
が
始
ま
り
、
次
に
、
次
に
と
た
ば
こ
が
欲
し
く
な

る
ニ
コ
チ
ン
依
存
症
に
な
っ
て
い
く
の
で
す
。

　

朝
、
目
覚
め
の
１
本
が
お
い
し
く
感
じ
る
の
も
、

こ
の
ニ
コ
チ
ン
依
存
症
と
深
く
関
係
し
て
い
ま
す
。

　

長
年
の
習
慣
を
変
え
る
こ
と

は
な
か
な
か
難
し
く
、
継
続
し

て
禁
煙
で
き
て
い
る
人
は
10
人

に
１
人
と
言
わ
れ
て
お
り
ま
す

が
、
健
康
に
楽
し
く
生
活
し
て

い
く
た
め
に
、
ま
ず
は
禁
煙
に

チ
ャ
レ
ン
ジ
す
る
と
こ
ろ
か
ら

始
め
て
み
て
く
だ
さ
い
！

□
禁
煙
を
す
る
と
い
い
こ
と
が
い
っ
ぱ
い
！

①
体
調
が
良
く
な
る

～
咳
や
痰
が
止
ま
る
、
食
べ
物
が
お
い
し
く
感
じ
る
。

②
病
気
に
対
す
る
危
険
因
子
が
減
る

～
生
活
習
慣
病
や
が
ん
な
ど
の
危
険
因
子
が
減
る
。

③
周
囲
の
人
へ
迷
惑
を
か
け
な
く
な
る

～
副
流
煙
に
よ
る
健
康
被
害
が
無
く
な
り
、
周
り
の

　

人
に
不
快
感
を
与
え
な
い
。

□
た
ば
こ
切
れ
を
乗
り
切
る
９
つ
の
ポ
イ
ン
ト

＊
冷
た
い
水
、
熱
い
お
茶
を
少
し
ず
つ
飲
む

　

目
が
覚
め
る
程
の
冷
水
か
熱
い
お
茶
を
飲
む
。

＊
深
呼
吸
を
す
る

　

イ
ラ
イ
ラ
す
る
時
、
仕
事
が
一
段
落
し
た
時
に
何

　

度
も
深
呼
吸
を
し
て
み
る
。

＊
体
を
絶
え
ず
動
か
す

　

手
足
が
じ
っ
と
し
て
い
る
と

　

タ
バ
コ
を
誘
い
ま
す
。

＊
場
所
を
変
え
る

　

吸
い
た
く
な
っ
た
ら
、
ひ
と

　

ま
ず
場
所
を
変
え
る
。

＊
歯
を
磨
く

　

力
を
入
れ
ず
に
ブ
ラ
ッ
シ
ン
グ
。

＊
野
菜
を
食
べ
る

　

野
菜
に
は
イ
ラ
イ
ラ
を
抑
え
る
効
果
が
あ
り
ま
す
。

＊
お
酒
の
席
に
ご
用
心

　

お
酒
は
禁
煙
の
意
思
を
弱
く
す
る
の
で
要
注
意
！

＊
煙
の
多
い
場
所
に
行
か
な
い

　

喫
煙
コ
ー
ナ
ー
や
喫
煙
者
の
近
く
を
避
け
る
。

＊
気
楽
に
禁
煙
す
る
時
間
を
の
ば
し
て
い
く

　

ど
こ
ま
で
記
録
を
伸
ば
せ
る
か
、
楽
し
み
な
が
ら

　

禁
煙
を
継
続
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

●
問
い
合
わ
せ
先

保
健
福
祉
課
保
健
福
祉
グ
ル
ー
プ
健
康
推
進
係

☎
０
１
４
６
・
４
７
・
２
１
１
３

めざせ！ N（新冠）K（健康）P（プロジェクト）

●保健福祉課保健福祉グループ介護支援係

　　　　　　　　　0146・47・2113（直通）

介護のことは、お気軽にご相談ください。

　　　　　　　介護支援係　仙波　明子

３月 ２月

月
　
日 健

康

カ

レ

ン

ダ

ー

22
日

（火）

16
日

（水）

15
日

（火）

14
日

（月）

９
日

（水）

８
日

（火）

２
日

（水）

29
日

（月）

26
日

（金）

24
日

（水）

23
日

（火）

20
日

（土）

18
日

（木）

17
日

（水）

受
付

13
時
00
分
～

受
付

９
時
45
分
～

10
時
00
分
～

　
　

12
時
00
分

受
付

13
時
00
分
～

14
時
00
分
～

　
　

15
時
00
分

10
時
00
分
～

　
　

12
時
00
分

受
付

13
時
00
分
～

10
時
00
分
～

　
　

12
時
00
分

13
時
15
分
～

　
　

15
時
30
分

17
時
30
分
～

　
　

18
時
30
分

10
時
00
分
～

　
　

12
時
00
分

受
付

13
時
00
分
～

受
付

９
時
45
分
～

①
８
時
30
分
～

②
９
時
30
分
～

③
10
時
30
分
～

④
13
時
00
分
～

⑤
13
時
30
分
～

⑥
14
時
00
分
～

受
付

13
時
00
分
～

10
時
00
分
～

　
　

12
時
00
分

時
　
間

１
歳
６
ヶ
月
・
３
歳
児

健
康
診
査

４
・
７
・
12
ヶ
月
児

健
康
診
査

お
喜
楽
☆
お
た
っ
し
ゃ
塾

フ
ッ
素
塗
布

健
康
相
談
・
介
護
相
談

お
喜
楽
☆
お
た
っ
し
ゃ
塾

Ｂ
Ｃ
Ｇ
予
防
接
種

お
喜
楽
☆
お
た
っ
し
ゃ
塾

母
親
学
級

キ
レ
イ
☆
マ
マ
る
ー
む

健
康
相
談

お
喜
楽
☆
お
た
っ
し
ゃ
塾

１
歳
６
ヶ
月
・
３
歳
児

健
康
診
査

４
・
７
・
12
ヶ
月
児

健
康
診
査

婦
人
科
検
診

フ
ッ
素
塗
布

お
喜
楽
☆
お
た
っ
し
ゃ
塾

事
　
業

　
名

保
健
セ
ン
タ
ー

節
婦
憩
い
の
家

保
健
セ
ン
タ
ー

節
婦
憩
い
の
家

節
婦
憩
い
の
家

保
健
セ
ン
タ
ー

レ
・
コ
ー
ド
館

保
健
セ
ン
タ
ー

レ
・
コ
ー
ド
の
湯

節
婦
憩
い
の
家

保
健
セ
ン
タ
ー

保
健
セ
ン
タ
ー

保
健
セ
ン
タ
ー

節
婦
憩
い
の
家

場
　
所

　

ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス
に
よ
る
感
染
性
胃
腸
炎
や

食
中
毒
は
、
一
年
を
通
し
て
発
生
し
て
い
ま

す
が
、
特
に
冬
季
に
流
行
し
ま
す
。

　

ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス
は
、
手
や
食
品
な
ど
を
介

し
口
か
ら
感
染
し
、
お
う
吐
、
下
痢
、
腹
痛

な
ど
を
起
こ
し
ま
す
。
ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス
に
は

特
効
薬
や
ワ
ク
チ
ン
が
な
く
、
症
状
が
改
善

す
る
の
を
待
つ
こ
と
し
か
で
き
な
い
こ
と
か

ら
、
予
防
に
努
め
る
こ
と
が
重
要
で
す
。

◆
食
中
毒
予
防
◆

①
手
洗
い

　

手
洗
い
は
ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス
に
限
ら
ず
感
染

症
予
防
の
基
本
で
す
。

　

特
に
、
調
理
や
食
事
の
前
、
下
痢
や
お
う

吐
物
の
処
理
後
、
ト
イ
レ
後
、
外
出
か
ら
戻
っ

た
時
な
ど
に
は
、
丁
寧
に
石
け
ん
で
手
を
洗

う
習
慣
を
身
に
つ
け
ま
し
ょ
う
。

②
し
っ
か
り
火
を
通
す

　

食
品
に
つ
い
た
ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス
を
や
っ
つ

け
る
に
は
加
熱
調
理
が
有
効
で
す
。

　

ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス
に
汚
染
さ
れ
て
い
る
食
品

で
も
中
心
部
ま
で
し
っ
か
り
加
熱
す
る
こ
と

で
感
染
性
は
無
く
な
る
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

③
調
理
器
具
の
消
毒

　

調
理
器
具
は
洗
剤
を
使
い
十
分
に
洗
い
、

次
亜
塩
素
酸
ナ
ト
リ
ウ
ム
な
ど
の
家
庭
用
の

塩
素
系
漂
白
剤
で
浸
す
よ
う
に
ふ
き
ま
す
。

　

ま
な
板
や
包
丁
、
布
巾
な
ど
加
熱
で
き
る

も
の
は
85
℃
以
上
の
熱
湯
で
消
毒
し
ま
す
。

◆
感
染
拡
大
防
止
◆

◇
お
う
吐
物
・
ふ
ん
便
の
処
理

　

ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス
感
染
者
の

お
う
吐
物
・
ふ
ん
便
に
は
ノ

ロ
ウ
イ
ル
ス
が
含
ま
れ
て
い

る
の
で
、
処
理
方
法
に
気
を

つ
け
て
く
だ
さ
い
。

「
お
う
吐
物
の
処
理
方
法
」

①
お
う
吐
物
な
ど
で
汚
れ
た
も
の
を
処
理
す

る
と
き
は
、
使
い
捨
て
の
マ
ス
ク
や
手
袋
な

ど
を
着
用
し
、
直
接
触
れ
な
い
よ
う
に
。

②
ペ
ー
パ
ー
タ
オ
ル
な
ど
で
静
か
に
ふ
き
取

り
、
次
亜
塩
素
酸
ナ
ト
リ
ウ
ム
な
ど
の
家
庭

用
の
塩
素
系
漂
白
剤
を
使
い
、
速
や
か
に
消

毒
す
る
。
ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス
は
ア
ル
コ
ー
ル
へ

の
抵
抗
力
が
強
い
た
め
、
ア
ル
コ
ー
ル
消
毒

は
ほ
と
ん
ど
効
果
が
あ
り
ま
せ
ん
。

③
処
理
後
、
乾
燥
し
て
舞
い
上
が
っ
た
ウ
イ

ル
ス
が
口
に
入
る
こ
と
で
も
感
染
す
る
た

め
、
ウ
イ
ル
ス
や
ウ
イ
ル
ス
を
含
ん
だ
飛
沫

を
長
時
間
空
気
中
に
と
ど
め
な
い
よ
う
に
窓

を
開
け
て
換
気
す
る
。

④
ふ
き
取
っ
た
物
や
手
袋
な
ど
は
ビ
ニ
ー
ル

袋
に
入
れ
て
密
封
し
て
捨
て
る
。

　

正
し
い
知
識
を
身
に
つ
け
、
今
日
か
ら
対

策
を
は
じ
め
ま
し
ょ
う
！

●
問
い
合
わ
せ
先

保
健
福
祉
課
保
健
福
祉
グ
ル
ー
プ
健
康
推
進
係

☎
０
１
４
６
・
４
７
・
２
１
１
３
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　自宅にいるときに突然大きな揺れに襲われたら、あ

わてず落ち着いて、まずは、怪我をしないように自分

の身の安全を確保する行動を取ることが重要です。ス

トーブやガス器具などの火の始末は、揺れが収まって

からです。

　特に、震度６以上の揺れになると、自由に行動がで

きません。それどころか家の中のでは電化製品や家具

が倒れたり、棚のものが落ちる、ガラスが割れて飛び

散るなど、普段何気なく使っているものが突然、凶器

に変わってしまう場合が多くあります。

　「安全地帯」とは家の中でも家具が倒れたり、壁に

かけた額などが落ちてこない場所、数分間そこに避難

すれば怪我をしないで地震をやり過ごせる場所を意味

します。「住宅・建造物の耐震化」、「家具などの転倒・

移動防止」、「備品の落下防止」、「ガラスなどの飛散防

止」などを行い、安全地帯を準備しておくとともにそ

の場所を把握しておきましょう。

　アパートなどの

賃貸住宅の場合は

なかなか難しいと

思いますが、最低

限、倒れやすい家

具は固定しておき

ましょう。家の中

には危険が多くあ

ることを意識しま

しょう。

　当町でも先日震度５弱を観測する地震が発生したば

かりですが、地震はいつ起こるかわかりません。地震

に対する普段からの備え、正しい心構えを身に付けて

おくことが大切です。

●問い合わせ先：

総務課総務グループ防災係　☎ 0146・47・2111

役場からのお知らせ
 － Niikappu Town Office Information －　家畜伝染病予防法により、牛、馬、家きん、豚、鹿、

めん山羊などの家畜所有者は、同法で定められてい

る飼養衛生管理基準のとおりに、飼養衛生管理を行

わなければならないと規定されています。

　また、毎年２月１日時点の飼養羽数や衛生管理状

況について、都道府県知事に報告が必要です。

　対象となる事業者は、下記期限までに、平成28年

の家畜伝染病予防法に基づく定期報告と飼養衛生管

理基準遵守状況をご提出ください。

１　提出先　役場産業課産業グループ

２　提出期限　２月16日（火）

※提出期限や報告様式について、ご質問・お問い合

わせがありましたら、担当までご連絡ください。

●問い合わせ先　

　産業課産業グループ畜産係　☎ 0146・47・2183

　本年４月１日から、家庭向けの電力も自由に選択

できるようになります。現在、各社で新しい料金プラ

ンやガス料金やネット回線とのセット割引などが次々

と発表されています。

　電力自由化により、電気料金が安くなることは良い

ことですが、この流れに便乗した「サギ」や「悪徳商

法」などの被害がすでに報告されています。

　皆さんが被害に合わないために、宣伝などを鵜呑み

にしてすぐに契約したりせず、必ず知人や家族など第

３者に相談してから契約手続きを進めるように心掛け

てください。

「被害にあわないための心得」

①前払いや工事費の発生は絶対にない。

②電話勧誘や訪問営業に気をつける。

③すぐに契約せず、第３者に相談してから決める。

④契約をやめるとき「契約解

除ができない」「違約金が発

生する」などとならによう、

契約解除の条件を確認する。

●問い合わせ先　

　企画課まちづくりグループ企画係

　☎ 0146・47・2489

防災メモ！普段から正しい心構えを！
　　　　　　「地震が起きたときの安全地帯」

家畜伝染病予防法に基づく
定期報告の提出について

４月から家庭向け電力も自由化に

サギや悪徳商法にご注意を！

　固定資産評価審査委員会委員として字里平在住

の佐藤剛さんが選任されました。

　固定資産評価委員会は、地方税法の規定により

設置され、固定資産評価課税台帳に登録された価

格に対し、納税義務者からの不服申し出を審査し、

決定するために設置された中立的な機関で、委員

定数は３名、任期は３年となっています。

　佐藤さんは、酪農経営を行うかたわら、地域の

民生委員で信望も厚いことから、この度、選任さ

れました。

●問い合わせ先：

　税務課税務グループ賦課係　☎ 0146・47・2115

　公平委員会委員として字節婦町在住の荒木正弘

さんが選任されました。

　公平委員会は、地方公務員法に基づき設置され

ている行政委員会で、職員の権利と利益を保護し、

その身分を保証するために設置されているもので、

委員定数は３名、任期は３年となっています。

　荒木さんは、現在、社会福祉法人に勤務されて

おり、民間会社での事務職としての経験も豊富で

あり、また、行政についての見識を有する方であ

ることから、この度、選任されました。

●問い合わせ先：

　総務課総務グループ総務係　☎ 0146・47・2111

固定資産評価審査委員・公平委員選任のお知らせ

　平成 28年度新冠町奨学生を次により募集しますの

で、お知らせします。

◎応募資格

・新冠町民またはその子弟。

・対象校は高等学校、高等専門学校、大学、短期大学、

　専修学校、各種学校。

・経済的理由により修学困難な世帯であること。

・身体が健康であること。

・学業が優秀（平均水準以上）で性行が善良であること。

・連帯保証人が２名必要。

◎連帯保証人の条件（次の要件をすべて満たすこと）

・同居の親族及び同居人以外の稼働者とします。

　ただし、志願者が未成年者であるときは、内１名は

保護者とします。また、保護者の方は子弟以外、他の

奨学生の連帯保証人になることはご遠慮ください。

・奨学生卒業時65歳未満の者。

・税金などの滞納の無い者。

◎貸付額（無利子）

　高等学校、高等専門学校は月額３万円（限度額）、大学、

短期大学、専修学校、各種学校は月額５万円（限度額）

◎返還方法など

　貸付終了月から６ケ月後に教育委員会の定める方法

により、返還する。ただし、卒業後直ちに新冠町内に

就職・家業に従事するなど、町民として、貸付期間を

超えて在住した場合は奨学金の返還額の２分の１を免

除する。

◎応募期間　３月１日（火）～31日（木）

◎出願方法

　在籍する学校の学校長を経由して新冠町教育委員会

に必要書類を提出してください。

　詳細は新冠町教育委員会まで問い合わせください。

◎継続者について

　手続きは、３月上旬に教育委員会から連絡します。

●問い合わせ先

　管理課管理グループ総務係　☎ 0146・47・2547

新冠町奨学生募集のお知らせ
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文藝にいかっぷ発刊のお知らせ
　新冠町の総合文芸誌「文藝にいかっぷ第 33号」

が発刊されました。

　興味のある方は、ぜひご一読ください。なお、

「文藝にいかっぷ」はレ・コード館図書プラザと

豊巻商店で購入することができます。（1冊 700円）

　問い合わせ先：大下　謙二　0146・47・3052

恵寿荘からのお願い
　恵寿荘で使用している古布が不足

しています。ご家庭で不要になった

古布がございましたら、ご寄贈くだ

さいますようお願い申し上げます。

　お問い合わせ　☎ 0146・47・2355

、
興
局
の
「
道
政
相
談
室
」
で
す
。

　

ま
た
、
苦
情
申
立
書
の
つ
い
た
リ
ー

フ
レ
ッ
ト
も
用
意
し
て
お
り
ま
す
し
、

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
様
式
を
ダ
ウ

ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

　

申
し
立
て
は
、「
苦
情
申
立
書
」
に

必
要
事
項
を
記
入
し
、
道
庁
・
振
興
局

窓
口
に
提
出
す
る
か
、
郵
送
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
、

メ
ー
ル
で
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

●
お
問
い
合
わ
せ
先

北
海
道
総
合
政
策
部
知
事
室
道
政
セ
ン
タ
ー

☎
０
１
１
・
２
０
４
・
５
５
２
３

　
　
　
　
　

（
内
線
２
１ - 

７
０
６
）

①
保
険
料
率
改
定
に
つ
い
て

　

平
成
28
年
３
月
分
（
５
月
２
日
納

付
期
限
分
）
よ
り
健
康
保
険
料
率
は

10
・
15
％
（
プ
ラ
ス
０
・
01
％
）、
介

護
保
険
料
率
は
1
・
58
（
据
え
置
き
）

と
な
り
ま
す
。

　

厳
し
い
経
済
状
況
の
中
で
ご
ざ
い

ま
す
が
、
な
に
と
ぞ
ご
理
解
を
い
た

だ
き
ま
す
よ
う
、
お
願
い
申
し
上
げ

ま
す
。

②
健
診
の
ご
案
内

　

協
会
け
ん
ぽ
北
海
道
支
部
で
は
、

年
度
内
に
１
回
、
加
入
者
の
皆
さ
ん

の
検
診
費
用
の
一
部
を
補
助
し
て
い

ま
す
。

　

35
歳
か
ら
74
歳
の
被
保
険
者
（
ご

本
人
）
様
に
は
、
が
ん
検
診
を
含
め

た
充
実
し
た
検
診
項
目
の
「
生
活
習

慣
病
予
防
健
診
」
を
用
意
し
、
40
歳

か
ら
74
歳
ま
で
の
被
扶
養
者
（
ご
家

族
）
様
へ
は
、
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン

ド
ロ
ー
ム
に
着
目
し
た
「
特
定
健
康

診
査
」
と
二
種
類
の
健
診
を
ご
用
意

し
て
お
り
ま
す
。

　

生
活
習
慣
病
の
予
防
と
早
期
発
見
・

早
期
治
療
の
た
め
に
も
、
年
に
１
度

は
、
健
診
を
受
け
ま
し
ょ
う
！

●
お
問
い
合
わ
せ
先

全
国
健
康
保
険
協
会
（
協
会
け
ん
ぽ
）

☎
０
１
１
・
７
２
６
・
０
３
５
２

◎
セ
ン
タ
ー
開
設
日

２
月-

15
日
（
月
）・
17
日
（
水
）

　
　
　

22
日
（
月
）・
24
日
（
水
）

　
　
　

29
日
（
月
）

３
月-

２
日
（
水
）・
７
日
（
月
）

　
　
　

９
日
（
水
）・
14
日
（
月
）

◎
相
談
時
間

　

13
時
30
分
～
15
時
30
分

※
利
用
は
予
約
制
と
な
っ
て
い
ま
す
。

相
談
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
必
ず
事

前
に
ご
予
約
く
だ
さ
い
。

●
ご
予
約
・
お
問
い
合
わ
せ
先

ひ
だ
か
弁
護
士
相
談
セ
ン
タ
ー

☎
０
１
４
６
・
４
２
・
８
３
７
３

　

次
の
と
お
り
自
衛
官
候
補
生
を
募

集
し
ま
す
。

第
７
回
募
集
分

・
資　

格　

18
歳
～
26
歳

・
受　

付　

２
月
19
日
ま
で

・
採
用
試
験
日　

　

２
月
20
・
21
日
の
内
一
日

●
お
問
い
合
わ
せ
先

札
幌
地
方
協
力
本
部
静
内
分
駐
所

☎
０
１
４
６
・
４
４
・
２
８
５
５

　

中
皮
腫
や
肺
が
ん
な
ど
を
発
症
し
、

そ
れ
が
労
働
者
と
し
て
石
綿
ば
く
露

作
業
に
従
事
し
て
い
た
こ
と
が
原
因

で
あ
る
と
認
め
ら
れ
た
場
合
に
は
、

労
災
保
険
法
に
基
づ
く
各
種
の
労
災

保
険
給
付
や
石
綿
救
済
法
に
基
づ
く

特
別
遺
族
給
付
金
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

　

石
綿
に
よ
る
疾
病
は
、
石
綿
を
吸
っ

て
か
ら
長
い
年
月
を
経
て
発
症
す
る

こ
と
が
特
徴
で
す
。

　

中
皮
腫
な
ど
で
お
亡
く
な
り
に
な

ら
れ
た
方
が
過
去
に
石
綿
業
務
に
従

事
さ
れ
て
い
た
場
合
に
は
、
労
災
保

険
給
付
な
ど
の
支
給
対
象
と
な
る
可

能
性
が
あ
り
ま
す
の
で
、
最
寄
り
の

労
働
局
や
労
働
基
準
監
督
署
に
ご
相

談
く
だ
さ
い
。

●
お
問
い
合
わ
せ
先

北
海
道
労
働
局
労
働
基
準
部

☎
０
１
１
・
７
０
９
・
２
３
１
１

　
　
　
　
　
　

（
内
線
３
５
９
０
）

　

自
動
車
税
は
、
４
月
１
日
現
在
の

登
録
に
基
づ
い
て
課
税
さ
れ
る
税
金

で
す
。

　

引
っ
越
し
で
住
所
が
変
わ
っ
た
と

き
な
ど
は
、運
輸
支
局
で
「
変
更
登
録
」

を
、
自
動
車
を
売
買
し
た
時
は
「
移

転
登
録
」
を
、
自
動
車
を
使
用
し
な

く
な
っ
た
と
き
は
「
抹
消
登
録
」
の

手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

　

手
続
き
は
、
平
成
28
年
度
の
自
動

車
税
納
税
通
知
書
を
確
実
に
お
届
け

す
る
た
め
に
、
３
月
中
に
完
了
さ
せ

て
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
変
更
登
録
が
間
に
合
わ
な

い
と
き
は
、
札
幌
道
税
事
務
所
に
ご

連
絡
い
た
だ
く
か
、
道
税
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
か
ら
自
動
車
税
の
住
所
変
更
手
続

き
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

●
お
問
い
合
わ
せ
先

札
幌
道
税
事
務
所
自
動
車
税
部

☎
０
１
１
・
７
４
６
・
１
１
９
７

　

道
が
行
っ
た
業
務
や
制
度
の
内
容

を
審
査
す
る
制
度
が
「
北
海
道
苦
情

審
査
委
員
」
制
度
で
す
。

　

道
政
に
対
す
る
、
皆
さ
ん
自
身
の

利
害
に
関
す
る
苦
情
で
あ
れ
ば
「
苦

情
審
査
委
員
」
に
申
し
立
て
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

　

皆
さ
ん
に
代
わ
っ
て
、「
苦
情
審
査

委
員
」
が
公
正
で
中
立
的
な
立
場
か

ら
、
道
の
関
係
機
関
に
対
し
て
、
必

要
な
調
査
を
行
い
審
査
し
ま
す
。

　

審
査
の
結
果
、
道
の
業
務
執
行
に

不
備
な
点
や
制
度
上
の
問
題
が
あ
る

と
き
は
、
道
の
期
間
に
是
正
や
改
善

を
求
め
ま
す
。

　

も
ち
ろ
ん
、
個
人
情
報
に
も
十
分

配
慮
い
た
し
ま
す
。

　

苦
情
申
し
立
て
の
窓
口
は
、
道
庁

の
「
道
政
相
談
セ
ン
タ
ー
」、
日
高
振

●特別養護老人ホーム恵寿荘に役立ててと

☆葛野　和夫 （古布１袋）

☆白藤　知鶴 （古布２袋、）

☆菅原　よし子 （タオル１袋）

☆浅野　正慶 （古布２袋)

☆新ひだか町カクノ （古布１袋）

☆高橋　満郎

（白菜21kg、大根 160g、長ネギ４kg）

☆ボランティアグループちょぼら 

（カット布8袋）

☆静内新生キリスト協会 

（箱ティッシュ70個）

☆新冠ライオンズクラブ

（ケーキ 7ホール、タオル 200本）

新冠町社会福祉協議会へ
●福祉事業に役立てて

☆芽呂女性部 （古布古切手各１袋）

☆大槻　幸雄 （古布４箱）

●香典返しに代えて

☆小山田　孝義 （50,000 円）

☆川越　文吾 （50,000 円）

☆赤田　忠光 （50,000 円）

☆池田　博政 （30,000 円）

☆佐藤　スゞ子 （30,000 円）

☆堤　純子 （20,000 円）

☆竹内　幸子 （100,000 円）

☆尾張　スキ子 （30,000 円）

石
綿
関
連
疾
患
に
関
す
る

労
災
補
償
制
度

O A・文具
リバティーはしもと

静
内
駐
屯
地
か
ら
の

お
知
ら
せ

自
動
車
税
に
つ
い
て

知
っ
て
い
ま
す
か
？

道
の
苦
情
審
査
委
員
制
度

協
会
け
ん
ぽ
か
ら
の
ご
案
内

せ

コ

ナ

ー

ー

知

お

ら

あなたの町のカー&ライフサポーター！！

TEL. (47)-2820

株式会社　伊藤商会

ココロも満タンに

新冠SS (47)-3830新和SS (47)-5011

日
高
弁
護
士
相
談
セ
ン
タ
ー

ご寄附ありがとうございました。
（敬称略）

氏　名 住　所 電話（0146）

湯川　剛 字本町74-10 47-3249

扇谷　勉 字節婦町198 47-2840

山口　益 字北星町8-36 47-2598

※リストは新冠町所在事務所の行政書士です。
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ふ
る
さ
と
カ
ル
タ
紹
介
36

 　
　

競

走

馬

き
ょ
う

そ

う

ば

新
冠
で
は
多
く
の
有
名
競
走
馬
を
輩
出
し
、

「
競
走
馬
の
ふ
る
さ
と
新
冠
」
と
し
て
全
国
的
に

認
知
さ
れ
て
い
る
。

昭
和
31
年
、「
キ
タ
ノ
オ
ー
」
が
菊
花
賞
を
制

覇
し
た
の
を
皮
切
り
に
、
天
皇
賞
と
有
馬
記
念
を

制
し
た
「
ス
ピ
ー
ド
シ
ン
ボ
リ
」、
昭
和
40
年
代

に
絶
大
な
人
気
を
誇
り
レ
コ
ー
ド
も
発
売
さ
れ
た

「
ハ
イ
セ
イ
コ
ー
」
が
あ
る
。

ま
た
、
史
上
最
高
の
四
冠
馬
と
い
わ
れ
た
「
ナ

リ
タ
ブ
ラ
イ
ア
ン
」、
ド
ラ
マ
チ
ッ
ク
に
有
馬

記
念
を
制
し
新
冠
で
余
生
を
送
っ
た
「
オ
グ
リ

キ
ャ
ッ
プ
」
は
記
憶
に
新
し
い
。

　

競
き

ょ
う

そ

う

ば

走
馬

　
　
　
　

名め

い

ば馬
の
産さ

ん

ち地

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

新に
い
か
っ
ぷ冠

き

今月の一冊

稲と日本人
福音館書店／

甲斐 信枝さく，佐藤 洋一郎監修

　稲とわたしたち日本人は、生
死をともにして生き抜いてき
た、かけがえのない仲間同士と
いう間柄なのです。
　二千数百年の昔から培われて
きた稲とその文化、稲作にまつ
わる日本の景色や日本人のここ
ろを伝える絵本です。

新着ガイド
やらないことを決めなさい	 鳥原　隆志

おひとりさまの最期	 上野　千鶴子

物理学がわかる	 川村　康文

地球はもう温暖化していない	 深井　有

ダンナのための妊娠出産読本	 荻田　和秀

和紙の包み折り	 岡田　郁子

中島みゆき全歌集	2004-2015	 中島　みゆき

竈河岸	 宇江佐　真理

運命の花びら	上・下	 森村　誠一

ユートピア	 湊　かなえ

禁断のスカルペル	 久間　十義

終わった人	 内館　牧子

掟上今日子の遺言書	 西尾　維新

人は怖くて嘘をつく	 曽野　綾子

ムーミンとはじめての冬	 パイヴィ・アレニウス作

名探偵コナン KODOMO時事ワード 2016	

読売 KODOMO新聞編集室編

アニマル号（移動図書館車）運行日程

☆イベントカレンダー
２月 23日（火）13：30～　びっくり箱のおはなし会

２月27日（土）10：30～　あかちゃん絵本の読み聞かせ

・主催　読み聞かせの会「びっくり箱」

・場所　レ・コード館図書プラザおはなしのへや

☆蔵書点検による休館のお知らせ
　図書プラザでは下記の日程で蔵書点検を行います。

期間中は休館となりますので、ご迷惑をおかけ致しま

すが、ご理解とご協力をよろしくお願いします。

【蔵書点検期間（休館）】　

　平成28年２月29日（月）～３月４日（金）
※休館中の本の返却は、返却ポストをご利用ください。

　CD/DVDは開館日に図書カウンターにご返却ください。

☆一緒に活動しませんか？
　図書プラザは、ボランティアサークル「ぐっ・パ」

の協力のもと、乳児健診において絵本と読み聞かせを

プレゼントするブックスタート事業を行っております。

　また、保健福祉課主催の母親教室「きれい☆ママるー

む」においても、絵本の読み聞かせなどを通じて、絵

本とお母さんと赤ちゃんを繋げる活動をしております。

　現在ボランティアサークル「ぐっ・パ」では、一緒

に活動してくれる仲間を募集中です。特に専門的な知

識がなくても大丈夫ですので、絵本と子育てに関心が

ある方は、図書プラザまでお問い合わせ下さい。

●問い合わせ先

　レ・コード館図書プラザ　☎ 0146・45・7777

２月18日

19日

24日

25日

３月９日

10日

11日

10：10 ～ 10：30 朝日小学校

10：45 ～ 11：00 新冠こたにがわ学園

15：05 ～ 15：35 新冠小学校

15：40 ～ 15：55 にこにこクラブ（児童館）

16：00 ～ 16：30 認定こども園ド・レ・ミ

16：35 ～ 16：50 あいあい荘（東町生活館）

12：45 ～ 13：10 新冠中学校

10：10 ～ 10：30 朝日小学校

11：00 ～ 11：30 おうるの郷

12：45 ～ 13：10 新冠中学校

10：10 ～ 10：30 朝日小学校

11：00 ～ 11：15 太陽郵便局

12：50 ～ 13：20 認定こども園ド・レ・ミ

15：05 ～ 15：35 新冠小学校

15：40 ～ 15：55 にこにこクラブ（児童館）

夜間開館のお知らせ

毎週水曜日は、夜間開館日です。
夜８時まで開館しています。

※ふるさとカルタは、新冠町開町 130年・町制施行 50年記念事業の一環として作製したもので、読み札の

題材を「新冠郷土文化研究会」が選定し、そのお題に沿って「新冠俳句の会」が読み札や語句を、「新冠ア

トリエの会」が絵札を担当して作り上げた町民手作りのカルタです。
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キラリと光る レ・コードなまち

今月号は、音楽活動をとおしてまちづくりに取り組む「にいかっぷ重軽音楽部」を紹介します。

○団体・サークル紹介○

【プロフィール】

　にいかっぷ重軽音楽部は、音楽活動をとおして

まちづくりに参加したいとの思いをもつ 10 代か

ら中高年まで幅広い年齢層の音楽愛好家が集まる

サークルです。

　結成のきっかけは、平成 23年に有志がフォーク

とロックのクリスマスライブを開いたことで、そ

の後、平成 25年には正式にサークルとして発足し、

新冠町文化協会にも加入しました。

　重軽音楽部というサークルの名称は、サークル

会員がそれぞれ異なる音楽ジャンルを演奏するこ

とに由来するもので、心に響く名曲が多いフォー

クミュージック、ギターなどの生音が響くアコー

スティックミュージック、世界中で常に人気のロッ

クミュージック、独特の低音を響かせるへヴィメ

タルなど多彩なジャンルを演奏しています。

　練習活動は、グループごとにレ・コード館のリ

ハーサル室などで行い、年に２回程度レ・コード

館の町民ホールなどで、町内外の社会人バンドや

中高生バンドも交えてのライブ演奏をしています。

　これからも音楽の演奏で自分達が楽しむのはも

ちろんですが、町民皆さんの前で披露するライブ

演奏を通じて、新冠町の「レ・コードと音楽によ

るまちづくり」に寄与したいと考えております。

【活動内容】

　通 常 練 習：各グループや個人で実施

　ライブ演奏：年に２回程度開催

【サークルからのお知らせ】

　にいかっぷ重軽音楽部は、音楽愛好家の個人、グ

ループが加入する団体です。年齢や経験、人数、音

楽ジャンルなどに関係なく楽器の演奏をして楽しみ

たい方は、どなたでも参加できますので、興味のあ

る方がおりましたらお気軽にご連絡下さい。

　また、サークルでは、定期的にレ・コード館で演

奏ライブを開催しています。入場は無料ですので、

お気軽に遊びに来てください。

　お問い合わせは、文化協会事務局（レ・コード館

内・電話0146-45-7833）まで

戸  籍  の  窓
12 月１日～１月 20 日までの届出分（敬称略）
●いつまでもお幸せに
橋本　英之 ♡ 直江　紀子 東泊津

袴田　英臣 ♡  橘 　順子 中央町

●お誕生おめでとうございます

岡 本 　 宙
そ ら み

海 （吉史 功慧 ) 新　和

成 田 　 栞
お り ね

萌 （ 慎  梓織 ) 西泊津

●おくやみ申し上げます
高　橋　ツキコ ８４歳 万　世

佐　藤　幹　雄 ８９歳 東　町

秋　元　敏　雄 ７５歳 東　町

赤　田　洋　子 ７７歳 北星町

池　田　ヨシヱ ８６歳 節婦町

坂　本　義　明 ８４歳 本　町

尾　張　節　夫 ７３歳 泉

林　　　陽　子 ８０歳 大狩部

堤　　　光　夫 ８５歳 朝　日

竹　内　則　雄 ６６歳 中央町

パパ　　　　ママ

広
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小竹町長の動静 :12・１月分

人の

うごき

人　口 5,720 人 （前月比 － 13 人）

　男 2,787 人 （前月比 － 10 人）

　女 2,933 人 （前月比 － ３人）

世 帯 2,728世帯 （前月比 －	４世帯）（平成 28 年１月末現在）

12 月●１日、北海道町村会正副

会長会（札幌市）●３日、ひとり

暮らしふれあい年越し会●10日、

叙勲伝達●11日、総合戦略策定

本部会議●14日、ＪＲ日高線被

災箇所復旧現場視察●15日、第

４回定例会１日目●16日、歳末

防犯運動出陣式●18日、第４回

定例会２日目●24日、日高中部

広域連合議会定例会、日高中部衛

生施設組合議会臨時会、日高中部

消防組合議会定例会（新ひだか町）

１月●６日、連合出初式●７日、

交通安全祈願祭、札幌市長表敬訪

問（札幌市）●10日、新冠町教

育賞・教育奨励賞表彰式、農水新

冠賞・森みつ少年少女文芸賞授与

式、成人式●14日、北海道河川

委員会（札幌市）●21日、国保

診療施設開設者協議会役員会（札

幌市）●22日、北海道競馬緊急

要望（札幌市）●24日、劇団ど・

こ～れ札幌公演（札幌市）●ひだ

かおもてなし塾人づくりセミナー


